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 近年、中赤外域(ここでは波長 2～5 𝜇m  の光子を活用した量子技術が注目されており、量子赤

外吸収分光[1,2]や重力波検出[3]などへの応用に向けた研究が行われている。しかしながら、中赤外

光波長における感度の高い単一光子検出器がないことから、中赤外域光波長の超伝導ナノワイヤ

単一光子検出器（SNSPD: Superconducting nanowire single photon detector）の研究が開始されてい

る。例えば、最近タングステンシリサイド(WSi を用いた SNSPD により、波長が 10 𝜇mまでの光

検出が報告されたが、外部からの入力光に対する検出感度は報告されていない[4]。我々は、中赤

外域 における高感度検出を目指し、窒化ニオブチタン(NbTiN を用いた SNSPDを開発、性能評価

を行ったので報告する。 

 線幅 50 nmの NbTiNナノワイヤをメアンダ状に敷き詰めた SNSPDを作製し、中赤外波長域に

おける検出性能評価を行った。この SNSPDに

対して 4.33 𝜇m の波長で発振する量子カスケ

ードレーザ及び ND フィルタや偏光板を用い

て、平均毎秒 1.8×108 の光子数まで減光した光

を入射し、バイアス電流値変化に対する検出

効率を評価した。ダークカウントを差し引い

た実験結果を Fig.1 に示す。印加電流が 20 𝜇A

において、4.3×105 cps が得られている。本講

演では、検出感度や偏光依存特性等について

も報告する。 
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Fig.1. Measured single photon counts at 1.8×108  

photons/s input. 
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